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夏季休業中の在宅取組計画を紹介 

本年度のリーダー研修会では、コロナ禍にあっての在宅取組型の家庭教育学級を中心に紹介してきま

した。オンライン配信形式では、「他の学級のいろんな取組情報も知りたかった。」というご意見をいた

だきました。提出いただいた家庭教育学級年間計画の中から、可茂管内の７・８月に行われる予定から

ピックアツプしましたので、在宅取組のアイディアを参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可茂県事務所 振興防災課  

〒505-8508 

美濃加茂市古井町下古井 2610-1 

TEL：0574-25-3111 内線 208 

FAX：0574-25-3934 



在宅取組のまとめ方アイディア 
参加者の皆さんから集まってきた取組表を生かして、在宅取組をまとめてみませんか。 

  

 

 

 

 

 

「みんなで子育てⅡ（乳幼児期編）」「みんなで子育て３（小中学校編）」も参考にしてください。 

 

 

 

県内のオンラインによる 

家庭教育学級アイディア例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「GIGA スクール構想」によって配備されたタブレット端末を自宅に持ち帰っ

て活用する場面が増えることにより、情報モラルを意識する機会が増えてきます。

しかし、配付されたタブレットが家ではゲーム機のような扱われ方をされ、幼少

期から１日１時間程度の運動をする割合が減るなど、健康面への心配がでてき

ました。 

大江小学校では、児童が自宅に持ち帰ったタブレットを使って、「学校と家庭

が事前に共有すること」をテーマとした家庭教育学級を、学校長が講師となっ

て行いました。また、自宅にいる児童が学年ごとの「クラスルーム」に入り、オン

ラインでの学習を行い、保護者が自宅でその様子を参観しました。 

子どもに配備されたタブレットでどんなことができるのか、家庭でどんなこと

に注意するとよいのか、夏休みにタブレットを持ち帰る前に確認できました。 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組の様子や子ども、保護者の声などを通信にまとめ紹介してみてはどうでしょう

か。すてきな姿を多くの家庭に広めることができます。 

 

２ 参加者の感想から、今後の取組や心構えを提案してみてはどうでしょうか。 

    ⇒学校と協力して、定期的に家庭教育の状況を振り返ることも大切ですね。 

 

タブレット端末を 

自宅へ持ち帰り、学習する機会

が増えてきそうです。 

海津市立大江小学校 

学習者用端末を使った家庭教育学級 
令和３年６月１９日（土） 

11：25～11：35 一人一台タブレット端末時代の情報モラル 

11：40～12：10 学年ごとにオンライン学習＋授業参観 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大垣市立西小学校 家庭教育学級 

おにぎらず 
【体験活動参加】 ZOOM による配信 

令和３年６月２６日（土） １１：００～１２：３０  

  

「一歩前進」 

・ 各家庭で、事前に、おにぎらず用の赤、緑、黄色の食材を用意しました。講師の方は、

赤：紅鮭、緑：ほうれん草のお浸し、黄色：卵焼きを用意して作りました。 

・ おにぎらずの講師の実演を見た後、３０分間が作る時間でした。その間、各家庭は、お

にぎらずを作りながら、講師への質問があれば、音声をオンにして聞きました。 

・ 一緒に「いただきます」をしてから、それぞれのおにぎらずの断面を見せて、使った食

材、だれのために作ったか、また、「レタス山もり」「もりもりおにぎり」などのおにぎらず

につけた名前を発表しました。 

・ また、食べた感想を「おいしい」以外の言葉で伝えました。 

「ジューシーです。」「パリパリです。」「サーモンの溶けた醤 

油がご飯にしみていて最高です。」「チーズとご飯が合う。」 

「オクラと焼き肉の組み合せ最高。」などなど、いろいろな表 

現が生まれました。「自分のために作ったけど、おいしいか 

らお母さんにも作ってあげたい。」という感想もありました。 

 

【講師】 Coreru 平塚 弥生 様 

・ 子ども達がやることに対して、「だ

め」と言わないようにしましょう。 

・ 子ども達がこれからやることにつ

いて、「ちがう」ということはありま

せん。 

・ おにぎらずを誰に作るか考えて、

その人のために作りましょう。 

 

リアルタイムでつながる楽しさ 
同じ時間に一緒に調理し、一緒に食べるという共有感、質問や感想が 

すぐ言えるという即時性。コロナのためにできなくなってしまっていた体験活動参加型

の家庭教育学級ですが、双方向通信サービスを利用することによって実現することがで

きました。 

コロナ禍を乗り越えて、同時刻に各家庭で親子が一緒に調理ができる即時性や、双方向

性により質問や感想交流もできる工夫がみられます。 

配信中の画面です。上から撮っているので、手

順がよく分かります。料理番組のようですね。 

 

講師の方より 


